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薄景に住まう薄景に住まう
―市街化調整区域に取り残された集落の未来の再考――市街化調整区域に取り残された集落の未来の再考―
 かつての⽇本の農村集落では、暮らしを⾃然の循環に組み込み、相互扶助の精神を基盤とした独⾃の⽂化を根付かせて⽣活が営まれていた。
この暮らしの空間こそ集落における歴史的空間ではないか。しかし、多くの農村集落では、⾼度経済成⻑期に市街化調整区域に指定され、無
秩序な開発から守られた⼀⽅、発展の機会が奪われ縮⼩が余儀なくされてきた。こうした集落において必要なのは、発展ではなく残された住
⺠の暮らしを “いかに持続可能なものにするか” であると考える。
 本提案では、縮⼩が進む滋賀県仰⽊地区において、古くから根付く相互扶助の共同体である『講』に着⽬する。縮⼩によって⽣まれる空き
家や集落全体の綻びの修繕・再利⽤に⾄るプロセスを『講システム』として再解釈し、縮⼩によって⽣まれる問題に対する解決⼿法を住⺠が
担い⼿となる相互扶助的・持続可能な暮らしへの再編⼿法として提案する。

講講講講講講講講講講講講講講

冠

葬

婚

祭

講システムにより解体材や⾃然材料を拠点に貯蔵し内装・外装・什
器に活⽤する。必要に応じ加⼯し補修へ循環させ、貯蔵・加⼯・活
⽤を繰り返すことで地域の資源が再び暮らしへ還っていく。

本提案は空き家を講の結節点として再構築する。暮らしの作法や⽂
化が残る家屋を有⽤な資源と捉え維持・修繕し、ヒトや資源の貸借
を通じ新たな相互扶助と地域内循環を育む関係を築く。

歴史的空間とは農村集落の相互扶助と⾃然共⽣を基盤に⽂化が根付
いた暮らしの空間にある。仰⽊地区の廃屋や耕作放棄地など縮⼩で
⽣じる綻びを編み直す⼿法として「講システム」を提案する。

新築が困難な調整区域では、既存家屋や地域の材料を資源として貯
蔵し新たな講が⽣まれる。講のつながりが建物や⾃然を整え、縮⼩
する中でも暮らしを豊かにし持続可能な集落を形成する。

この地域の「講」という仕組みを再編し市街化調整区域
における役割を紐解き新たに築く必要があると考える

仰⽊地区 滋賀県

⽐叡⼭
野菜⽶

⾼度経済成⻑期の線引きで多くの農村集落が市街化調整区域に指定
され開発が抑制された。しかし現在は、集落を守るはずだった仕組
みが⾜枷となり、⼈⼝減少や⽂化・想いの喪失が懸念されている。       

⽐叡⼭麓の仰⽊地区は棚⽥や農村⽂化が息づく⾥⼭の⾵景が残る。
⽐叡⼭の湧⽔で育つ農作物は都市部の⾷を⽀えてきたが、担い⼿減
少により⽣産維持が難しく役割を果たせなくなりつつある。

調整区域では、⼈⼝流出により空き家の増加、建物の⽼朽化が進み、
解体されず放置されている。利⽤される建物も⼿⼊れが⾏き届かず、
今後環境への影響や地域の景観・安全性の悪化が計り知れない。

仰⽊には⺠間信仰から⽣まれた集団「講」があり、農作業や屋根の
葺き替えなどを協⼒して⾏ってきた。⽂化は今も残っており、仰⽊
祭りや「御所⼭のお⽕焚き」などの⾏事が継承されている。

空き家を解体し再構築する。⾃然循
環に根差した⽣業のふるまいで拠点
を形成し、集落の知恵や技術を建築
要素として扱うことで住⺠参加を可
能にし、新たな形態の「講」が集落
を紡ぎ始める。

拠点には解体材や⾃然資源を貯蔵し
加⼯する場を設ける。家屋修繕の⼀
時保管やモノ・労働⼒の貸し借りを
⾏い、貯蔵で変化する空間が⼈との
関わりを⽣み、新たな講の形成を促
す。

拠点に貯蔵された資源で家屋の修繕
や改修を⾏う。農家や団体など地元
住⺠が相互扶助で労働⼒を共有し材
の利⽤を促進。住⺠の⼿で管理され
定期的な更新が続き、資源循環が維
持される。

資源化・貯蔵・加⼯・修繕・改修を
住⺠主体で⾏うことで、縮⼩する集
落でも「講」のつながりは希薄化せ
ず再構築され、住⺠が⽀え合う持続
可能な集落へと変容していく。

1. 集落の資源化による建築

2. 貯蔵・加⼯

3. 修繕・改修

4. 「講」の醸成
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屋根の修繕
　瓦

空き家修繕
解体材

柵の修繕
　木

壁の修繕
　土

　柵の修繕
　竹

窓の修繕
ガラス

拠点

崩れた壁を修復し農機具小屋として再利用 放棄竹林の竹を害獣用の柵として使用

朽ちた壁にストローベイルを組み込みむ割れた窓ガラスを修繕し竹の格子で覆う

▼人口 1000 人▼人口 2300 人▼人口 2500 人▼人口 2700 人
5 年後 10 年後 X年後現在

▼人口 1000 人
縮小が見込まれる 人口減、整備不足 　廃墟、放棄地の増 廃れた集落に
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▲人口 2000 人▲人口 2500 人▲人口 2600 人▲人口 2700 人

拠点整備 集落の整備を行う 空き家が活用 良い住環境に拠点整備点整備 集落落落落落落 整整整整の整整備整整整整整整整整整整整整整整整整整整整整整整整整備を備をを備備備を備を備備備備備備備備備備備備備備備ををををを備備を備を行う
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が活用 良い住環境に

講システムの構築 システムが根付く 課題解決力の向上つながりが強固に
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⽔切れ

通⾵ 補強 断熱
補強

調湿

環境配慮

防⾳通⾵

⼈々が「講」によって空き家の解体と構築を⾏うことで「講」の新たな場が創出される。集落では、
相互扶助による活動が増え、⽇々の暮らしに定着させていく。将来的にもこの精神は継承され、縮⼩
が進む中でも住⺠による豊かで持続可能な集落が形成されことで暮らしの空間が再編されていく。　　　　　　　　　　　　　　　　　

農業を⽣業とする仰⽊では、藁⼲しのはざかけや農機具庫、⽵の物置などが⾒られ、貼り合わせる・しばるなど農業従事者の知恵で⽣ま
れた簡易的な⼯法や構築物を地域エレメントとして再編する。馴染みある⼯法や材料を拠点整備や改修に転⽤することで住⺠が関わりや
すくなり、地域資源を活かした空間づくりと住⺠同⼠の循環が⽣まれる。

⽵の⾵通りを活かした縁側と⽔切れの良
さを活かした庇。かつてあった地域のつ
ながりの場となる。

■年齢 82 歳
■特徴
 ⼤きな家に夫婦⼆⼈で
 住んでいる
■求めるもの
 かつてのように地域と
 繋がれる場が欲しい

■年齢 43 歳
■特徴
 仰⽊で⽣まれ、現在は   
 都市部へ通勤する
■求めるもの   
 物置となっている倉庫
 を趣味の部屋にしたい

■年齢 19 歳
■特徴
 近隣の⼤学で地域社会
 について学ぶ
■求めるもの
 ⼀⼈暮らしの部屋に置
 置く家具を作成したい

解体材で作る農機具⼩屋。害獣対策に使
⽤した柵を補強材として活⽤。柵の隙間
から通⾵と採光を確保する。

ストローベイルで剥がれた外壁を補修
し、内側補強する。断熱、防⾳効果が増
し、過ごしやすい空間となる。

森林整備による不揃いの⽊材で家具を作
成。作成時の環境負荷低減や無塗装によ
る調湿効果を持つ。

講システムの構築により集落は縮⼩の⼀途をたどるのではなく、住⺠同⼠で持続する集落を形成する。

材を持ち寄り貯蔵する様⼦貯蔵によって⽣まれた空間で過ごす様⼦拠点に⼈が集まり交流する様⼦地域のアリモノで新たなものを作る⼈たち

⾼齢者

地域の場が個⼈の場へ 空き空間が集いの場へ    作成によるつながり増築や改修が容易に

⽶農家 住⺠（会社員） 学⽣
■年齢 65 歳
■特徴
 動ける限りお⽶を作り
 続けたいと思っている
■求めるもの
 古くなった農機具⼩屋
 を使いやすくしたい

06 地域エレメントの建築への転⽤ 07 スキーム：拠点整備により⽣まれる講

09 配置・平⾯計画

14　人と材の循環図

10 設計：講の拠点 地域材×貯蔵

11 断⾯図

08 講システムによる建築提案

13 講システムによる変化

12 集落への広がり


